
★保育園の食事の役割 

～心と身体の発育・発達のために～ 

乳幼児にとって心と身体の発達と、食べることは密接に関係しています。 

この時期、食事から摂取するエネルギーや栄養素は健康の維持や活動に使われるだけで 

なく、脳や神経機能、食べる器官や味覚などの発育発達に大きく影響します。 

また食事の時の人とのかかわりを通して感情や自我の発達が促され社会性や主体性が 

育まれています。 

  

笑福キッズ保育園 

朝ごはん          

2024年 2月 7日 

お腹がすくリズムのもてる子ども 

たくさんあそび、体験し、食事の 

時間になったら「お腹がすいた」 

と感じられるような生活リズムを 

送る。自分自身で空腹感を満たす 

適量がわかるようになる。 

食べたいもの、好きなものが増える子ども 

栽培や収穫した物を調理する体験などを 

通して、五感が育ち、さまざまな食べ物 

に興味や関心を持つ。さらに、自然の恵 

みに感謝する気持ちが芽生える。 

一緒に食べたい人がいる子ども 

友達や保育者と食事の時間を過ごすこと 

で、誰かといっしょに食べる楽しさを実 

感し、食べることへの意欲や、人に対す 

る愛情、信頼感が育つ。 お腹がすくリズムのもてる子ども 

たくさんあそび、体験し、食事の 

時間になったら「お腹がすいた」 

と感じられるような生活リズムを 

送る。自分自身で空腹感を満たす 

適量がわかるようになる。 

めざす子どもの姿 
～楽しく食べる子ども～ 

食べものを話題にする子ども 

食材の生産者や食事を作る人と身近に 

ふれあうことで、栽培や食材のいのち 

にも関心が高まり、食べ物についての 

話題で会話をするようになる。 



 

 

 

 

畑のお野菜大きくなるかな・・・ 

ん～！おいしい♪ 

お弁当の日                      ＆手作りおやつ 

 


